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概要 
トランスクリプトは，人々のコミュニケーションを
収録・録音し，定性的に分析するために欠かせない研究
資源である．トランスクリプトの作成には膨大な時間
を要するが，発表媒体などにあわせて調整するなど，研
究にとって本質的ではない作業も多く含まれる．本発
表で報告する tracrin は，発話の重なりのインデント位
置の自動調整を行うシステムである．本システムは，単
に便利なツールなだけではなく，定性的研究資源を利
用した新たなデータベース研究の第一歩となりうるも
のである． 

 
キーワード：会話分析(conversation analysis), 書き起こ
し(transcript), 会話データベース(conversation database) 

1. はじめに 

本稿は，社会学の会話分析研究など，人々のコミュニ

ケーションをビデオ収録し，定性的な手法を用いてア

プローチする際に作成・利用されるトランスクリプト

（書き起こし）の作成支援プログラム“tracrin”の概要，
利用方法，内部仕様について主に報告を行う． 
現在人々がコミュニケーションする姿を収録し，そ

の中でなされる発話から身体的な振る舞いまでを対象

とした研究は，言語学，心理学，教育学，社会学，認知

科学と数多くの領域でなされている．中でも録音・収録

した音声／ビデオデータは，繰り返し観察することが

できる．この観察に基づいた定性的アプローチをもと

にした研究も，談話分析[1]，文脈分析[2]，会話分析[3]
などと数多く存在する． 
このような音声／ビデオ観察に基づく人々のコミュ

ニケーションに対する定性的アプローチ（以下，定性的

アプローチ）では，“自身以外の研究者や読者”（以下，

読者）に，観察したデータの概要をエビデンスとして示

さなければならない．現在，多くのアプローチで作成・

利用されるのがトランスクリプト（書き起こし）という

方法である．トランスクリプトでは，データ内の発話や

身体的振る舞いを時間順に書き起こすことで，データ

内の人々の振る舞いを読者に提示し，その順番やタイ

ミングを論拠に分析を進めていく． 
このトランスクリプトの中でも，発話のフィラーや

笑い，引き伸ばしや発話間の重なりをどのように表現

するかについて，様々な記法が開発されている． 
本稿では，主に社会学の会話分析で利用される，

Jefferson[4]に基づく(いわゆるJeffersonスタイルの)トラ
ンスクリプトの作成支援プログラムである“tracrin”の
紹介を行う．Jeffersonスタイルの特徴は，フィラーや笑
いといった発話の種類分けを書き起こし時点では行わ

ない点と，縦軸と横軸を用いて発話の重なりを視覚的

理解しやすいように提示できる点と考えられる．前者

の特徴については小磯ら[5]によるCSJ方式の書き起こ

しと比較するとわかりやすいだろう．CSJ方式では，フ

ィラー発話は「(F_えーとー)」と記載するが Jeffersonス
タイルでは「え::と↑お」と記載する．前者は発話がフ

ィラーであることが明確にしめされており，データベ

ース内からフィラー発話を検索する際，利便性が高い．

一方で後者は，フィラーか否かはわからないが，実際の

発話をできるだけ表現しており，かつ（記法になれれ

ば）可読性が高い状態で表現している． 

 
図 1  Jeffersonスタイルによるトランスクリプト作

成例 
 
後者の特徴を説明するため，実際のトランスクリプ

トを例示する(図 1)．図 1は左から行番号，発話者，発

話内容が表記されている．発話内容の列では，発話をさ

れた音声情報をできるだけ忠実にしめすため，笑いや

呼気を示す“(h)”，音の伸長を示す“:”，沈黙を示す“(n.m)”
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といった記号が利用される．本稿では，その中でも発話

の重なりの開始を示すために用いられる“[”という記
号と，重なりの終わりを示すために用いられる“]”と
いう記号について着目する． 
この重なりを示す記号を用いることによって，単純

な縦軸以外の時系列を横方向に示すことができる．図 1
では，01行目のAの「こんばんは」という発話内の「ん

わ」と 02行目のBの「おつかれさま」という発話が重

なって産出され，続けて「おつかれさま」の「さま」と

重なってCが「おつかれ」と発話し，さらにCの「お

つかれ」の「れ」と重なってAが「そんな仕事してな

いよ」と発話している，という構造が縦横の時間軸を用

いて，発話を単位ごとに平面上に示されている。このよ

うに，発話の時間構造を直感的に理解しやすく，可読性

の高いトランスクリプトが作成できることがジェファ

ーソンスタイルの特徴といえるだろう． 
ジェファーソンスタイルおよび，それを拡張したト

ランスクリプトを作成し提示するときに重要なのは，

可読性が高く，かつ研究の目的にそった適切なトラン

スクリプトを読者に提示することである[6]． 
一方で，同じ内容のトランスクリプトであっても，可

読性が高いトランスクリプトを提示するためには，プ

レゼンテーションか論文なのかによって，また論文で

あっても掲載されるページのサイズの違いといった公

開媒体によって，文字の大きさ，行数の文字数などを微

妙に調整しなければならない．例として図 1 のトラン
スクリプトのフォントサイズや種類をずらしたものが

図 2となる．図 2の右側のトランスクリプトは，“[”の
位置が微妙にずれるため，適宜調整が必要な状態とな

ってしまっている． 

 
図 2 フォントの種類・サイズ変更によるズレ 

 
このように，媒体に合わせて"["の位置を調整するこ
とは，研究や分析にとって本質的ではない作業であり，

tracrin は，上記の"["の位置調整を自動化することを目

的とした記法とプログラムである．  

2. チュートリアル 

本節では，tracrinの仕様や詳細な使い方ではなく，プ

ログラミングに触れたことがないことを想定して，も

っともシンプルに使うための方法を紹介する．なお

tracrin は Python3 で作成されたプログラムであり，
2020/6/30の時点でmacOS BigSur 環境の Python3.8.2で
の利用を確認している．macOS ではデフォルトで

Python2が入っているため，Python3 への切り替えが必

要である．Python3 への切り替え方法は，様々な手段が

あるが，もっとも簡単な方法として，Anacondaの導入

が存在する． 
Anacondaは Pythonの統合開発環境の一つであり，を

ダウンロード・インストールがGUIベースで実施可能

である 2)．以下，anacondaベースの Python3が導入され

ていることを前提に説明を続ける． 
ベースとなるプログラムは tracrin_beta.pyファイルで

ある 3)．tracrinを利用するためには，python3の環境構

築（ここではAnacondaの導入），tracrin_beta.pyとELAN
から出力した text ファイルが必要となる．tracrin を利
用することで ELANから出力した textファイルから，

"["の位置を調整したCSVファイルと textファイルを生

成することができる． 
本節では，まずELANファイルがから出力された text
ファイルを入力とし，発話内容のインデントが自動調

整された CSV ファイルを出力するまでの手順として，

ELAN への記法，ELANから txtファイルの出力，そし

て tracrinの利用の3手順について順を追って説明する． 

2.1 ELANの記法と出力 

 
図 3  ELAN 上での基本的な記法 

 
まず tracrinを利用するために必要となる，ELAN 上

での記法と出力設定について説明する．基本的に

ELAN 上での発話の書き起こしは ELANの基本機能を

利用し[7]，発話内容を示すために使われる記号のほと

んどは Jeffersonスタイルに準ずる．本システムにおい
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て，大きく異なるのは“[”記号の使い方のみである．

発話の重なりの開始を示すときには“[(n)”と記す(nに
は半角数値)を入れる(図 3-(I))．n に入れる半角数値は

任意であるが，同じ数値の入った箇所は重なった箇所

を示す．例えば図 3-(II)のように，3つの箇所で発話の

重なりがあったときには"[(1)"，"[(2)"と"[(3)"のように
異なる数値を使って，それぞれの重なりの位置を示す

ことができる．なお，例ではすべて (1)から開始してい

たが，"[(20)"，"[(32)"のように(1)以外から開始したり，

連番でなくても問題はない． 
発話の重なりが続く限り，異なる数値を使う必要が

ある(図 3-II)．しかし，発話間の重なりが終わり，次の

発話の重なりが開始されたときには，同じ数値を使っ

ても構わない．このような発話の重なりが続く状態を

ブロックと呼称する．例えば図 3-IIIではAの「昨日の

晩ごはん教えて下さい」と Bの「カレー」の２つの発

話が重なっているが，それ以降の発話とは重なってい

ない．そのため，この２つの発話のみでブロックが形成

されている．続くAの「趣味は映画鑑賞…」，Cの「へ

ー」，Bの「ラースフォントリアーの…」の 3つの発話
は，前の「昨日の晩ごはん教えて下さい」と「カレー」

の２つの発話とは時間的な重なりがまったくない．そ

れ故図 3-III内では，2つのブロックが形成されている

とみなす．そして，それぞれのブロック内では，同じ数

値を用いてはいけないが，異なるブロック間では，同じ

数値を用いても構わない．つまり，ブロックごとに数値

がリセットされているといえる．以上のようにして作

成した ELANファイルを図 5の設定で，タブ区切り文

書形式で保存する． 

 
図 5 ELANの出力設定 

2.2 ターミナルによる tracrinの操作 

tracrin_beta.pyと上記の記法で用意したELANから出

力したファイル(以下，dammy.txt とする)を同一ディレ

クトリに置いた状態を作る．ターミナルを操作し，その

ディレクトリへ移動して，「python tracrin_beta.py 
dammy.txt 0 4」と入力し実行する．実行後，同一ディレ

クトリ内に「dammy-notnum.csv」と「dammy-notnum.txt」

が生成される(図 5と図 6)．「dammy-notnum.csv」では，
右列から行数（ID），アノテーション種類(Label)，産出

者(Speaker)，開始時間(Start)，終了時間(End)，発話内容

(Content)となっている．発話内容箇所は前の行“[”の
位置までに文字数分の半角空白スペース 4)が挿入され

ている．全角文字は半角空白スペース 2 つ分として計

算して挿入されている．「dammy-notnum.txt」をwordな
どに等幅フォントで貼り付けることで，“[”が適切な位

置に調整されたファイルを作成することが可能となる． 
 

 

図 6 ファイル 4  notnumのCSVファイル 4) 

 

 

図 7 ファイル 4  notnumの textファイル 4) 

 

3. tracrin処理手順と応用的利用 

本節では，tracrinの処理手順を紹介すると共に，チュ

ートリアル内では触れなかった応用的な利用と，想定

した処理とはならない ELAN への記法と出力例につい

て紹介する． 

3.1 tracrinにおける処理手順  

 
図 8 出力遷移とファイルの種類 

 
tracrinでは，ELANで出力したテキストファイルから

4種のファイルの生成が可能である．これらのファイル

は tracrinの処理手順に対応している(図 8)．それぞれの
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ファイルの生成を実施するときには「 python 
tracrin_beta.py “テキストファイル箇所/テキストファイ

ル名 5)” 0 “出力ファイル番号”」とターミナルで実行す

ればよい． 
ファイル 1(出力ファイル番号 1)は“[(n)”で発話内容

を区切りセグメントを生成する，ブロック内の先行発

話内で同じ n の値を持つ位置へセグメントを移動させ

たものである． 
ファイル 2(出力ファイル番号 2)では，ファイル 1の

セグメントをずらした結果に対して，ブロック内の同

一列内の文字数を合わせるように半角スペースで埋め

たものである．たとえば「趣味は映画鑑賞」の下の列に

は，半角スペース 14を入れる．また「か．おすすめの

映画はなんで」の下の「へー」には，13 文字の下に 2
文字が入っている形なので，その差分の 11文字の半角

スペース 22を「へー」の後ろに追記する． 

 
図 9 ファイル 1とファイル 2 

 
ファイル 3(出力ファイル番号 3)はファイル 2のセグ

メントを一つのセグメント内に再統合したものであり，

ファイル 4(出力ファイル)は，発話内容の列から， (n)
を削除し，一般的な Jeffersonスタイルの形式に整えた

ものである．現時点の tracrinでは，ファイル 2からフ
ァイル 4 への再出力が可能である．書き起こしのミス

や１行内における文字数の調整をファイル2で実施後，

ファイル 4 に出力することで，発表媒体に合わせたト

ランスクリプトを生成することを可能としている． 

3.2 ELANの記法ミスと出力事例 

次にELAN 上での記法ミスと，その場合の出力の事例

について 4つ紹介しておく．図 4-(I)のように，同一ブ

ロック内で同じ値を用いた場合，後者の重なりの調整

は実施されない．次に記号を用いていない場合，セグメ

ント区切りが実施されないため，インデントの調整は

実施されない． 
また ELAN 上で時間的な重なりがない箇所に“[(n)”
記号を挿入しても，別ブロックとして認識されるため，

セグメント作業対象外となる(図 5-III)．同様に図 5-IV
のように，ELAN 上，時間的な重なりがない発話に対し

てセグメント区切りは実施されない（例における「エド

ガー・ライトと…」）が，重なりがある箇所はブロック

として認識され，セグメント区切りは実施される（例に

おける「リズムだけ…」）． 

 

図 4 ELAN記法ミスと出力事例 1 

 
図 5 ELAN記法ミスと出力事例 2 

 

4. 今後の展望 

最後に tracrin の今後の展望として，直近のアップデ

ートの予定，今後のシステムの追加構想について述べ，

発話データベースの雛形形成における tracrin の利用可

能性について論じる． 
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4.1 アップデート予定 

 今後のアップデートとしては(1)ファイル間の再出力

に関するアップデート，(2)“[(n)”記号以外に対応させ

るアップデート，(3)1 行の文字数を指定して出力させ

るアップデートを予定している． 
 
(1)現時点では，ELANから生成されたファイル 0から
ファイル 1，2，3，4 への出力とファイル 2からファイ

ル 4 への出力のみを実装している．今後のアップデー

トで，ファイル 1から 2，3，4，ファイル 2から 3 への

再出力を可能とする予定である． 
 
(2)本システムでは，発話内容に含まれる“[(n)”記号を

用いて，発話をセグメントとして区切り，先行発話内で

同一記号のある箇所にセグメントを調整する．このと

き“[(n)”以外の記号を指定できるアップデートを予定

している．近年では，Mondada[8]によって，発話と身体
的振る舞い間の時間的関係性を示すための記号が整理

され，多くの研究で利用されている．Mondada のシス
テムで利用される記号は“*”，“+”などである．これら
についても“[”と同様に，“(n)”をつけることで，イン
デントの自動調整が可能になると考えられる．また， 
“{A}”のような任意の記号で発話と振る舞いの開始時

点を示すこともある．そちらについても，発話内容や既

存の記号と重複しなければ，検索記号に“[(n)”以外の
任意の記号を指定することで対応可能である． 
 
(3)現時点では，ELAN 上の 1 注釈に記載された文字数

を 1行の文字数としている．だが前述のように，1行の
文字数は媒体によって変化しうる．現状ではファイル 2
を直接操作し，その後ファイル 4 を再出力することで

1行の文字数が多すぎる箇所の調整が可能であるが，今

後 1 行の文字数を事前に設定し，設定した文字数で行

を分割した後に，インデント調整処理をする機能を実

装する予定である． 

4.2 今後追加実装予定のシステム 

現状の tracrin では，記号に基づいたセグメント分割

と，分割後インデント調整により空白スペースの挿入

を実施している．しかしながら，全角 2文字，半角 1文
字として計算した半角空白スペース挿入によるインデ

ント調整は，必ずしも綺麗に調整されるわけではない．

今後はファイル 1 のセグメント区切りの状態から，発

表媒体に合わせた大きさの画像ファイルを出力するこ

とが望ましいと考えられる． 
画像ファイルの作成方法としては，様々なものが考

えられる．一つの方法として PythonのGUI パッケージ

の利用が挙げられるだろう．図 6は PythonのGUIの一
つであるKivyを用いて tracrinの結果を出力したもので

ある．今後は，GUI を用いることで，横幅などを任意

に指定し，その幅に合わせた 1 行の文字数でのインデ

ント調整を実施する可能性について検討していきたい． 

 
図 6 GUIによる出力 

 
さらに，GUI によりトランスクリプトを出力する場

合は，動画との連携が可能となる．例えば，該当行をク

リックすることで，動画の該当箇所を再生する機能を

実装可能である．会話分析においては，多人数によるデ

ータセッションが重要である．近年では，遠隔でのデー

タセッションのやり方が模索されているが，動画再生

のタイムラグなどが問題となっている．GUI システム
を実装することで，新たな遠隔データセッションの形

を提示することが可能になると考えている． 

4.3 データベースへの利用可能性 

最後に，tracrin内で生成されるファイル 1（セグメン

トで区切られたファイル）が会話データベースで利用

可能かについて議論する．Jeffersonスタイルは，その特
徴として可読性を重視しているものの，データベース

での検索には適さない．一方で，セグメントに区切られ

たファイル 1 には，セグメントごとに発話の種類（た

とえばフィラーや笑い）などのメタ情報を付与するこ

とができると考えられる．会話分析で用いられるトラ

ンスクリプトは，研究発表のための資料というだけで

はなく，論旨を突き進めるための資源と位置づけられ

るものである．そして，トランスクリプトを作成するた

めには，膨大な時間とデータセッションなど他者との

共同作業を必要とする[8]．よって，会話分析のトラン
スクリプトは大変貴重な研究資源だといえよう． 
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現時点の tracrin自体では，これまでwordなどで作成
されたトランスクリプトをデータベース化することは

できない．しかしながら，このようなシステムを構築す

ることは，様々な記法により作成され，貴重な研究資源

である書き起こし様々な方式のデータと結びつけ，新

たな研究を進めるために必要となりうる会話データベ

ース構築の一歩となりうると考えられる． 

脚注 

1) 日本語に対応した記号については西阪[10]が整
理したルールが多く用いられている． 

2) Anacondaについては，以下のURLよりダウンロ

ードが可能である．https://www.anaconda.com/ 
3) trancrin_beta.pyについては，以下の URLより配
布している．http://rmakino.com/tracrin/ 

4) 本稿ではスペースは説明の可視性のため“.”に
置き換えられている．実際の tracrin_beta.pyでは
空白(半角スペースが付与される)． 

5) チュートリアルでは説明を簡略化・具体化する

ために同一ディレクトリ内のファイル指定のみ

を説明したが，相対パスを利用した指定も可能

である． 
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